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月～金 (祝日除く) 土 (第1・3・5週)

　ざまみずは、ミネラル豊富な
中硬水である市の地下水を詰め
込んだ、アルミボトル缶です。
○内容量　375ミリリットル
○価　格　オープン価格（販売
店により異
なります）

○販売場所　
市役所地下
1階売店、
市役所地下
1階・ 1階自動販売機、水道
料金お客様センター他

担当� 経営総務課
☎046(252)7480　5046(257)4155

地下水100パーセント
「ざまみず」好評発売中

消
防
協
力
者
な
ど
へ
の
感
謝
状
贈
呈
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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
、

私
は
2
期
連
続
し
て
無
投
票
で

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
長

と
し
て
3
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
就
任
以
来
8
年
に

わ
た
る
私
の
市
政
運
営
に
対
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
認
を
い

た
だ
い
た
と
受
け
止
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
併
せ

て
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
市

政
に
取
り
組
め
と
の
期
待
を
込

め
た
意
思
表
示
を
い
た
だ
い
た

も
の
と
も
受
け
止
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

平
成
20
年
10
月
、
1
期
目
の

就
任
直
後
に
直
面
し
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
。
1
０
０
年
に
一

度
と
も
言
わ
れ
る
世
界
的
な
経

済
危
機
に
伴
う
景
気
の
悪
化
。

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
。
社
会
の
変

容
の
中
で
生
活
保
護
制
度
、
国

民
健
康
保
険
制
度
を
は
じ
め
と

し
た
、
国
の
社
会
保
障
制
度
全

体
が
、
い
わ
ば
制
度
疲
労
を
来

た
し
て
き
て
い
る
の
も
衆
目
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
基
礎

自
治
体
は
、
税
収
の
落
ち
込
み

と
、
膨
ら
む
市
民
ニ
ー
ズ
と
の

は
ざ
ま
に
立
ち
、
苦
し
い
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
財

政
健
全
化
に
腐
心
し
つ
つ
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
一
般

会
計
は
も
と
よ
り
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め
と

し
た
特
別
会
計
の
運
営
に
お
い

て
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
努
力
し
て
き
ま

し
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
実
質

単
年
度
収
支
額
が
、
平
成
22
年

度
か
ら
6
年
連
続
し
て
黒
字
に

な
っ
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
、
堅

実
な
財
政
運
営
と
着
実
な
事
業

執
行
を
両
立
で
き
る
と
い
う
自

信
を
、
今
で
は
市
職
員
全
体
で

共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
、
深
刻
に
な
る
と
覚
悟

せ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い
行
財

政
運
営
に
全
庁
挙
げ
て
立
ち
向

か
っ
て
い
く
た
め
、
予
算
の
適

切
な
執
行
管
理
、
財
源
確
保
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
職
員
一
人

一
人
の
継
続
的
な
努
力
と
全
庁

的
な
危
機
意
識
、
情
報
の
共
有

化
を
推
進
す
る
中
で
対
応
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
3
月
末
で
5
年
を
経

過
し
た
「
第
四
次
座
間
市
総
合

計
画
」
は
、
着
実
に
実
施
計
画

事
業
を
推
し
進
め
、
就
任
以
来

不
退
転
の
決
意
で
対
応
し
て
き

た
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
一
部
5
・

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
2
月
末
日
に

返
還
さ
れ
、
4
月
1
日
に
は
早

々
に
座
間
総
合
病
院
の
開
院
が

実
現
し
、
新
消
防
庁
舎
が
来
年

秋
の
完
成
に
向
け
て
着
工
す
る

な
ど
一
定
の
成
果
を
得
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
の
変
化
に
は

激
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
適
時
的
確
に
対
応
す
る
べ

く
、
「
危
機
管
理
と
防
災
減
災

　

市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
現

場
で
の
功
労
者
や
消
防
協
力
者

な
ど
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
内
の
災
害
現
場
で

消
火
・
応
急
手
当
活
動
を
行
い
、

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
の
は
次

の
方
で
す
（
敬
称
略
）
。

◆
消
火
協
力
者

永
井
直
樹
（
入
谷
）
、
加
藤
真

一
（
入
谷
）
、
広
川
信
和
（
新

田
宿
）
、
佐
藤
弥
斗（
小
松
原
）

◆
消
火
協
力
団
体

有
限
会
社
ポ
エ
ム
（
入
谷
）

◆
応
急
手
当
協
力
団
体

ホ
リ
デ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
座

間
林
間
店
（
小
松
原
）

　
9
月
の
選
挙
で
市
長
に
就
任
し
た
遠
藤
三
紀
夫
市
長
は
、
11
月

25
日
に
就
任
後
初
の
定
例
議
会
と
な
る
「
平
成
28
年
座
間
市
議
会

第
4
回
定
例
会
」
で
、市
政
に
つ
い
て
の
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

対
応
力
の
強
化
」
「
将
来
を
見

据
え
て
の
少
子
化
対
策
」
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
の
強
化
」
と
い
う

三
つ
の
政
策
の
柱
を
新
た
に
加

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
計
画
終

了
年
次
ま
で
の
5
年
間
、
そ
の

実
現
に
向
け
さ
ら
に
力
を
注
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
に
は

一
連
の
政
策
を
企
画
立
案
し
た

当
事
者
と
し
て
、
具
現
化
し
て

い
く
重
く
そ
し
て
大
き
な
責
務

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
将
来
に

向
け
て
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
公
共
施
設
の
利
活
用
、
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、

必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課

題
や
将
来
に
向
け
て
打
た
ね
ば

な
ら
な
い
布
石
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

世
界
に
例
を
見
な
い
少
子
高

齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
が
現

実
と
な
る
中
で
、
地
域
社
会
の

将
来
を
魅
力
と
希
望
に
満
ち
た

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
創
意
工
夫
と
一
層
の
努
力

を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
と
市
民
と
の
協
働
を
推
進

し
、
座
間
は
座
間
な
り
の
身
の

丈
に
あ
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

愛
す
る
ま
ち
座
間
の
発
展
の

た
め
に
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
市
民
感
覚
を
重
ん
じ
市

民
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

限
ら
れ
た
条
件
、
限
ら
れ
た
財

源
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
機
的

に
結
び
付
け
、こ
れ
か
ら
も
「
と

も
に
織
り
な
す
活
力
と
個
性
き

ら
め
く
ま
ち
」実
現
に
向
け
て
、

誠
心
誠
意
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

強
固
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
協

調
性
を
も
っ
て「
チ
ー
ム
座
間
」

の
先
頭
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
、

不
退
転
の
姿
勢
で
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し

ま
す
。
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国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
付
加
年
金
に
加
入
し
、
月

額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を

追
加
納
付
す
る
こ
と
で
、
65
歳

か
ら
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金

の
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

付
加
年
金
の
加
入
者
は
、
付

加
保
険
料
と
し
て
納
付
し
た
金

額
の
2
分
の
1
が
毎
年
の
老
齢

基
礎
年
金
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

付
加
年
金
の
加
入
は
、
申
込

日
の
属
す
る
月
か
ら
と
な
り
ま

す
。

○
対
　
象　

第
1
号
被
保
険
者
、

65
歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保

険
者

※
厚
生
年
金
加
入
者
お
よ
び

そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
第
3

号
被
保
険
者
、
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

方
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者

は
対
象
外
。

○
申
込
方
法　

身
分
証
明
書（
持

っ
て
い
る
方
は
年
金
手
帳
）、

印
を
持
参
し
直
接
担
当
へ

市
長
の
所
信
表
明


